
観て触れて　感じる楽しさ　～未来へ繋ごう！今輝いて～

出雲市市民文化部　文化スポーツ課
（公財）出雲市芸術文化振興財団

☎21ー6514
☎ 21ー7580

バラエティに富んだ、数々の舞台芸術や伝統芸能などの優
れた芸術文化に触れる機会を、年間を通じて提供します。

(公財）出雲市芸術文化振興財団のホームページ（http://izumo-zaidan.jp）も、あわせてご覧ください。   

募集！
8/20（木）～電話で申込み

先着順

開館時間／9：00～17：00（入館は16：30まで）　休館日／火曜日・12/29～1/3　おたずね／☎62－5090平田本陣記念館

斐川町出身の写真家、植田英夫（1937年生まれ、神奈川県
藤沢市在住）は故郷の自然を写真にとらえ続けています。
歴史を重ねた雲州平田の文化が今も脈々と生きている証を
写真を通して紹介します。　
◆と　き／《前期展》 9月11日（金）～11月8日（日）
　　　　　《後期展》12月4日（金）～令和３年1月31日（日）
◆入場料／一般600円（団体500円）、 高校生以下無料　

植田英夫写真展 ―悠久の流れ雲州平田―

開館時間／9：00～17：00（入館は16：30まで） 休館日／月曜日（祝日の場合は開館） おたずね・ご予約／☎21－2460出雲文化伝承館

いろいろな暮らしの文化を体験してみよう！　　
　 「こどもと親」の茶道教室 箏（こと）教室 日本舞踊教室 いけ花教室

と き 11月1日（日）
10：00～11：30

10月31日（土）
10：00～11：30

11月1日（日）
10：00～11：30

10月25日（日）
10：00～11：00

と こ ろ 松籟亭 出雲屋敷 出雲文化工房

対 象 小学生親子 小学生

講 師 裏千家 出雲邦楽邦舞の会 出雲市華道連盟
（池坊）

定 員 5組10名 5名 5名 10名

参 加 費
（１人につき） 500円 500円 500円 1,000円（材料費込み）

持 ち 物 ソックス（できれば白色）、
筆記用具

ソックス、筆記用具、
飲み物

浴衣、足袋（なければ白ソッ
クス）、帯、腰紐、飲み物

花ばさみ
（ない方はご相談ください）

こども和文化体験教室

※展示期間中、平田本陣記念館フェイスブック・ツイッター等で随時投稿します。

植田英夫氏によるSNSでの展示解説 ※新型コロナウイルス感染症の拡大状況によっては、
　会期等を変更する場合があります。
　ホームページ等で最新情報をご確認ください。

〈関連事業〉
宍道湖の日の出　シジミ漁
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雲州平田文化協会9月の催し
催事名 と　き ところ 料　金

第54回
油絵グループ木曜会展 9月18日（金）～20日（日） 平田文化館小ホール 無　　料

新型コロナウイルス感染症の感染防止のため無観客で開催し、後日、放送する予定です。
詳細はおたずねください。
◆収 録 日／12月中で調整
　＊放送は1月中を予定しています。
◆出演資格／出雲地域在住者または出身者で、
　　　　　　音楽芸術を専門に学んだまたは
　　　　　　学んでいる方
◆種　　目／洋楽・邦楽の中から声楽、器楽のソロまたは重唱・奏（五重唱・奏まで）
◆申込期限／9月29日（火）（予定）

出雲地域の芸術・文化の普及、向上、発展に寄与する活動や事業を対象に、
団体及び個人へ助成します（審査のうえ採否を決定します）。
◆申込期限／１０月３１日（土）必着
◆対象となる事業の実施期日／
　令和３年１月１日（金）から令和３年１２月３１日（金）までに
　実施される事業

おたずね・申込み／いずも新春コンサート実行委員会事務局（出雲市民会館内）　☎21-7580

開館時間／9：00～16：30　休館日／火曜日（祝日の場合は開館、翌日休館）　おたずね／☎53-2000

おたずね・申込み／出雲メセナ協会事務局（出雲市民会館内）　☎２１－７５８０

ビッグハート出雲

手錢記念館

第１９回いずも新春コンサート　

陶磁器展 後期　茶の湯の陶磁器

令和３年
出雲メセナ協会財政支援事業 （第１次）の募集について

募  集

出雲メセナ協会は出
雲地域の芸術・文化
活動を応援する唯一
のメセナ組織です。

出演者
募  集

第18回／石飛夏子(ホルン)

古萩高高台茶碗（萩焼 17世紀）　　貝尽くし向付（楽慶入《楽焼》 19世紀後半）

◆と　き／開催中～9月22日（火・祝）
◆内　容／点前道具、懐石道具、水屋道具などの中から、
　　　　　茶の湯を支え飾る陶磁器の数々を展示します。
◆観覧料／大人800円（20名以上の団体600円）
　　　　　高校生以下　無料
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